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１．狩野川水系の概要

１-１．狩野川水系について

狩野川は幹線流路延長４６ｋｍ、流域面積
８５２ｋｍ²の一級河川です。伊豆半島中央
部にある天城山系を源として、大見川をはじ
めとする大小の支川と合流しながら北上し、
田方平野に出て伊豆の国市古奈で狩野川放水
路を分派したのち、来光川、大場川などと合
わせ、沼津市大岡、清水町長沢で富士山麓か
ら南下する最大の支川である黄瀬川に合流し、
駿河湾に注いでいます。
狩野川水系のうち、沼津河川国道事務所の

管理区間は、支川等を含めて全体で３６．８
ｋｍとなっています。

狩野川水系における河川管理者と管理区間

河川管理者 河川名（区間） 区間延長（km）

狩野川（河口～修善寺橋） 24.9

黄瀬川（狩野川合流点～寿橋） 2.7

大場川（狩野川合流点～大場橋） 2.6

来光川（狩野川合流点～仁田橋） 1.5

柿沢川（来光川合流点～長崎橋） 0.9

柿田川（狩野川合流点～湧水地） 1.2

狩野川放水路（河口～狩野川分派点） 3.0

直轄管理区間合計 36.8

静岡県 指定区間合計（７４河川） 333.2

370.0合計

国土交通省
（沼津河川国道事務所）
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１．狩野川水系の概要

１-２．過去の水害

１-２-１．狩野川台風
狩野川流域における水害について

は、江戸時代から大正時代にかけて
およそ１００回を数え、昭和に入っ
ても洪水氾濫を繰り返していました。
特に昭和３３年９月の台風２２号
（狩野川台風）は流域全体に多大な
被害を与えました。
上流部の湯ヶ島観測所（伊豆市）

では、当時の観測史上最大日雨量と
なる７３９ｍｍを観測し、上流部で
は土砂災害、中流部から下流部にか
けては洪水が発生しました。これら
の災害により、死者・行方不明者８
５３人、被災家屋６７７５戸、堤防
決壊箇所１４箇所という我が国有数
の大災害となりました。

https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/tsunagu/

「狩野川台風の記憶をつなぐ会」では、
教訓を未来へ語り伝え、地域に安全と安
定、そしてさらなる発展をもたらすこと
を目的に活動をしています。
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１．狩野川水系の概要

１-２．過去の水害

１-２-２．令和元年台風１９号
令和元年１０月に伊豆半島に上陸した台風１９号（東日本台風）の大雨により、

狩野川台風を越える雨量（７７８ｍｍ）を観測しました。この影響により、家屋浸
水約１,３００戸の被害はあったものの、堤防決壊、死者等はゼロに抑えることがで
きました。

出典：https://www.mlit.go.jp/river/kouka/jirei/pdf/203.pdf
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２－１．目標

田方平野より狩野川上流の山地部を望む

狩野川：写真の上方から右下方に向かって蛇行して流れている

大場川：狩野川支川、写真の左下方から右に流れている

狩野川

大場川

２．狩野川の維持管理の目標

「狩野川河川維持管理計画」では、サイクル型の河川維持管理を図るため、各事項に目標
を設定し、実施状況を適宜分析・評価し、必要に応じて計画を見直し、適切な河川の維持
管理に努めています。

■河川維持管理の目標

洪水、高潮等による堤防の決壊や河川の氾濫
等の災害を防止または軽減させるために「河
道流下能力の維持」や「施設の機能維持」を
図る。

河川敷地の不法占用や不法行為等への対応に
関しては「河川区域の適正な利用」を図る。

流水の正常な機能が維持され、河川環境の整
備と保全がされるよう「河川環境の整備と保
全」を図る。

河川の特性や地域の状況、出水特性等に応じ
て水防等が行えるよう「水防管理団体への協
力、連携や情報提供」を図る。

出水、水質事故、地震時等の対応に必要な
「施設・機器の準備や対応」を図る。
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３．河川維持管理の取り組み

３-１．河川の状況把握

河川の維持管理にあたって、河川の状況を把握するために、水文・水質観測、測
量、環境調査、観測施設の点検等を実施しています。また、水文観測等によって得
られるリアルタイムデータは、水防活動等に活用されています。

・水文・水理等観測
水文・水理観測、水質調査等は、

河川砂防技術基準調査編、水文観
測業務規程、水質調査実施要領等
に基づき、実施しています。

・河川環境調査
河川における生物の生息状況等

を把握することを基本とし、河川
の自然環境や利用実態に関して、
「河川水辺の国勢調査」を中心と
して、包括的・体系的・継続的に
基本データの収集を行います。

種別 実施項目

水文・水質
雨量

水位・流量

水質

測量
縦横断測量

平面測量

流量観測地点横断測量

河川環境調査

魚類調査

底生動物調査

植物調査

鳥類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査

陸上昆虫類調査

河川空間利用実態調査

河川環境基図作成
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３．河川維持管理の取り組み

３-２．河川巡視

３-２-１．平常時の巡視
○一般巡視
河川管理施設・許可工作物の維持状況の確認、河

川区域等における違法行為の発見、河川空間の利用
及び河川の自然環境に関する情報収集等を目的とし
て、河川全体の把握を行っています。平常時巡視は、
通常週に２回、車上あるいは徒歩で行っています。
巡視にあたっては、河川維持管理データベース

（RiMaDIS）を活用して実施しています。
一般巡視の様子
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３．河川維持管理の取り組み

３-２．河川巡視

３-２-１．平常時の巡視
○目的別巡視
一般巡視の他に、不法占用物件の確認、 不法係留の把握、汚水の排水状況の確認、

許可工作物の維持状況の把握、安全利用点検、ホームレス支援等の特定の目的につ
いて詳細に調査を行う場合があり、その目的に応じて車上からの巡視、徒歩を用い
た巡視を行っています。

目的別巡視（樋門等構造物詳細点検）

方法 巡視目的

車両

不法占用物件の確認(不法係留含む)
汚水の排出状況の確認
許可工作物の維持状況の把握
安全利用点検
ホームレス支援

徒歩

河川管理施設の状況把握
陸閘点検
樋門等構造物詳細点検
土砂管理のモニタリング
蛇籠護岸の状況確認
大場川護岸法長計測
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３．河川維持管理の取り組み

３-２．河川巡視

３-２-２．出水時等の巡視
洪水及び高潮による出水時には、堤防、洪水流、河道内樹木、河川管理施設及び

許可工作物、堤内地の浸水等、概括的な河川の状態把握を迅速に行います。また、
重要水防箇所に記載された箇所の状況を把握するとともに、水衝部等の出水時に注
意を要する箇所や内水被害の発生しやすい箇所を重点的に巡視します。

令和６年６月１８日、１９日の出水時の巡視で撮影
（左：千歳橋 右：黒瀬橋・浪人川排水機場）

9



３．河川維持管理の取り組み

３-３．堤防除草

堤防点検及び河川の状態把握のための環境整備として、堤防の除草を行ってます。
堤防除草は、原則的に年に２回（狩野川放水路は年に１回）実施しています。

堤防除草取り組み状況（令和６年度）

機械操作による除草の状況 人力による除草の状況

実施時期 除草面積（万km2）

台風期点検前
約９３

（５～８月）

出水期前点検前
約８３

（８月～１１月）
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３．河川維持管理の取り組み

３-４．河川管理施設の点検

３-４-１．河道・河川管理施設の点検
河道や堤防等の河川管理施設は、台風期前（７月～９月）と出水期前（１１月～

１月）に点検を実施し、点検結果について変状や機能低下の状態を段階的に評価し
ます。評価結果を踏まえ、施設の補修や更新等の適切な維持管理を行います。

構造物詳細点検（左：塚本第２樋管 右：江間川樋管）
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３．河川維持管理の取り組み

３-４．河川管理施設の点検

３-４-２．機械設備を伴う点検
機械設備を伴う河川管理施設（堰、樋門・樋管、排水機場等）の信頼性確保、機

能維持のため、機械設備及び電気通信施設に対応した定期点検、運転時点検及び臨
時点検を行います。

構造物詳細点検（左：函南観音川排水機場 右：西島第１樋管）
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３．河川維持管理の取り組み

３-５．河道および施設の維持管理対策

河道の十分な流下能力を維持するために、定期的あるいは出水後に実施する測量
及び点検等の結果を踏まえて、流下能力の変化、河床の変化、樹木の繁茂状況を把
握し、河川管理に支障がある場合は適切な対策を実施しています。
また、以下の河川管理施設について、定期点検等を実施し、適宜補修や老朽化対

策を進めています。

【護岸補修】

・護岸
・根固工
・水制工
・樋門、樋管

・床止め
・堰
・排水機場
・陸閘 等

着手前 完了時

【樋管補修】
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３．河川維持管理の取り組み

３-６．河川区域の維持管理対策

３-６-１．不法投棄対策
不法投棄対策の一環として、沼津河川国

道事務所では、様々な啓発活動を行ってい
ます。
不法投棄の実態の周知や環境美化意識の

向上を目的として、特にゴミの投棄が多く
確認されている箇所について、地図上に示
した狩野川ゴミマップを作成し、公表して
います。

狩野川ゴミマップはここから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/kirekano/

マスメディアの取材に対して不法投棄の現状を訴える
伊豆長岡出張所長

（SBS NEWS、令和６年４月１６日）

狩野川ゴミマップ（伊豆長岡出張所管内、令和６年度版）※令和５年度状況を基に作成
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３．河川維持管理の取り組み

３-６．河川区域の維持管理対策

３-６-２．不法占用対策
洪水の安全な流下や河川空間の適正な維持のため、河川空間の不法占用や不法工

作物及び不法係留を監視・是正し、工作物による流水の疎通阻害や流出物による堤
防等への損傷の危険性を除去するとともに自由で安全な河川空間を確保します。
日々の河川巡視の中で把握を行うほか、必要に応じて目的別巡視を実施し、確実

な把握に努めます。新たな不法占用が発見された場合は、警告看板の設置等迅速な
対策を図ると共に、行為者等を特定する調査を行います。また、不法占用等が長期
化している場所では継続的な状況の把握、不法占用台帳の作成、口頭による指示、
文書による指示を行います。

３-６-３．ホームレス対策
ホームレスによる不法占用については、「ホームレスの自立の支援等に関する特

別措置法（平成１４年法律第１０５号）」や「静岡県地域福祉支援計画」（H２３～
H２７）等を踏まえ、福祉部局等と連携して是正のための措置を講じます。
河川空間におけるホームレスに関わる影響（ホームレスによるゴミの集積や近隣

住民の不安や迷惑行為の解消、河川利用者の安全確保）を最小化し、河川空間の適
正な利用を図ることを目的とします。また、長期的にはホームレスの自立による河
川空間における居住実態の解消をめざします。
ホームレス対策は地元の自治体と連携して、声かけ等を行い河川内からの退去を

促しています。また、橋梁の下に住み着く場合が多いため、橋梁管理者と連携して
対応を図ります。
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３．河川維持管理の取り組み

３-６．河川区域の維持管理対策

３-６-４．不法係留船対策
係留船および係留施設は、洪水時等に河川の流下を阻害したり、流出して河川管

理施設等を損傷したり、燃料油の流出や流下ゴミの集積により環境が悪化したりす
る恐れがあります。これらの設置についてはやむを得ないと認められる場合を除い
て認められていません。不法係留を発見したときは、所有者が判明出来る場合は原
因者に撤去を命じ、所有者が判明出来ない場合は、河川管理者が管理権限を実施す
るなどの対応を行います。
狩野川河口部においては、かつて不法係留船が多数停泊していましたが、平成１

９年に「沼津地域水域利用推進調整会議」が発足し、地域の協力なども得て平成２
２年度に不法係留船はおおむね撤去が完了しました。ただし、河口部以外において、
川舟の係留が認められるため、指導を継続しています。

同箇所の様子

（令和６年６月、一時的に係留している漁船のみ見られる）

不法係留船の撤去
（～平成２２年）

不法係留船の様子

（平成１５年頃、狩野川左岸０.６～０.８ｋｍ付近）
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３．河川維持管理の取り組み

３-７．河川環境の維持管理対策

生物の生息・生育・繁殖環境、河川利活用、河川景観の状況、河川整備計画等を
踏まえた河川環境の整備と保全に関する目標を設定します。
本川上流部において盛んなアユ釣りが将来にわたって続くような河川環境の保全、

自然再生事業が実施されている柿田川では湧水環境や貴重種であるミシマバイカ
モ・ヤマセミなどが生息し続けられるような環境を保全していきます。
毎年、小中学校を対象に伊豆の国市と協力して「狩野川水生生物観察会」を開催

しています。河川に生息する生物を調べ、採取した生物から狩野川の水がきれいか
どうか確認することで、環境への関心を高めてもらうことを目的としています。

水生生物観察会の様子
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４．水防等に関する取り組み

４-１．重要水防箇所の合同巡視

洪水の時には、その流れにより堤防が壊されたり、川の水が堤防を越えてあふれ出
したりしないように、地域の水防団の方々が土のうを積むなどの「水防活動」をして、
堤防を守ります。そうした事態をいち早く察知するため、現在の堤防の高さや、幅、
過去の漏水などの実績などから、あらかじめ水防上重要な区間（『重要水防箇所』）
を決めておけば、より効率的な堤防の点検ができ、危険な箇所の早期発見につながり
ます。このような考えから、毎年『重要水防箇所』を定めています。
この重要水防箇所の合同巡視を毎年実施しており、令和６年度には、５月２２日と

２４日に、水防活動にかかわる団体（流域の市町、消防団、建設コンサルタント協会、
建設業協会等）と出水時の対応等について意見交換を行いました。

重要水防箇所の合同巡視
（令和６年５月２２日、伊豆市修善寺地先）

重要水防箇所の情報はこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/bousai/suibou/
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４．水防等に関する取り組み

４-２．災害対策車両の操作訓練

沼津河川国道事務所には、災害時に緊急の対応が必要となった場合に備えて、排
水ポンプ車や照明車等の災害対策車両が配備されています。災害の現場において円
滑な操作を行うために、災害対策車両の操作訓練を年度ごとに実施しています。
令和６年度は、５月２７日に操作訓練を実施しました。訓練には、排水ポンプ車

２台と照明車２台が出動し、事務所の職員のほか、近隣の市町の職員、消防団員、
水防団員、建設業協会員など約８０名が参加しました。照明車の照明の作動方法や
ポンプの組み立て、使用の方法等について確認しました。

災害対策車両の操作訓練（令和６年５月２７日、清水町徳倉地先）
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４．水防等に関する取り組み

４-３．災害用資材の備蓄

洪水や地震等の災害が起こった場合に備えて、沼津河川国道事務所管内の各地に
土砂やブロック等の資材を備蓄しています。河川防災ステーションや防災拠点等の
一部においては、平常時は貴重なオープンスペースとなることから、市町や地域と
連携して適正な利用を推進しています。また、応急復旧時の民間保有資材等の活用
体制を整備するよう努めています。

川の駅 伊豆ゲートウェイ函南（函南町塚本）

ブロック備蓄状況

備蓄ブロック

水防センター

ヘリポート

駐車場

大場川

狩野川

国道１３６号
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４．水防等に関する取り組み

４-４．堤防決壊シミュレーション

出水時や大規模な地震が発生したときに堤防が決壊したことを想定し、決壊箇所
をどのように応急復旧するかについて検討を行う堤防決壊シミュレーションを年度
ごとに実施しています。
令和６年度においては、河川工法伝承研究会の協力のもと、５月２４日に事前勉

強会を行ったうえで、５月３１日に検討会を行いました。検討会では、狩野川で２
箇所の決壊が起きたことを想定して、復旧方法や資材搬入・運搬等について検討を
しました。検討会には、事務所の職員のほか、河川工法伝承研究会、コンサルタン
ツ協会、建設業協会、流域市町からも参加がありました。

勉強会（令和６年５月２４日） 検討会（令和６年５月３１日）
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４．水防等に関する取り組み

４-５．洪水対応演習

台風による被害を想定した訓練シナリオに基づき、被害情報や対応状況等につ
いて情報の伝達手段、内容、タイミング等を確認し、出水時に円滑な情報収集・
発信を行うための情報伝達訓練として、洪水対応演習を年度ごとに行っています。
令和６年度は４月２４日に実施し、演習には事務所職員のほか、建設コンサル

タンツ協会、建設業協会などからも参加がありました。
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５．事故等に対する取り組み

５-１．水質事故に対する取り組み

５-１-１．水質汚濁対策連絡協議会
狩野川水系水質汚濁対策連絡協議会は、沼津河川国道事務所、流域市町（６市３

町）、静岡県、警察、消防、その他関係行政機関等で構成されており、狩野川水系
における水質汚濁対策に関する相互の協力と連絡調整を行っています。
令和６年７月２９日には幹事会を実施し、各機関から約３０名が参加しました。
また、水質汚濁に関する啓発活動として、清水町湧水祭り（令和６年８月３日、

柿田川公園）において、黄瀬川と柿田川の水質検査体験を行いました。

水質事故についてはこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/kanri/jiko.html

左：幹事会（令和６年７月２９日）
右：啓発活動に関するXのポスト（令和６年８月３日）
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５．事故等に対する取り組み

５-１．水質事故に対する取り組み

５-１-２．水質事故現地対策訓練
狩野川水系水質汚濁対策連絡協議会では、協議会を構成する各機関の水質事故の

対応能力の向上を目的として、油流出事故を想定した対策訓練を実施しています。
令和６年度は、１０月２４日に実施しました。事務所職員のほか、流域市町、静

岡県、消防からの参加がありました。油流出事故を想定した初動体制の手順や現地
におけるオイルフェンス展張のポイントなどについて訓練を行いました。

座学（令和６年１０月２４日午前） 実地訓練（令和６年１０月２４日午後）
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５．事故等に対する取り組み

５-２．その他の取り組み

５-２-１．安全な河川敷地利用協議会
安全な河川敷地利用協議会は、沼津河川国道事務所、静岡県、流域市町（６市３

町）および教育委員会、警察、消防等で組織されており、狩野川水系での水難事故
の発生状況、河川利用者への河川利用の安全に関する情報提供や啓発等について意
見交換を行っています。第１８回定例会を令和６年５月２８日に開催しました。

第１８回 定例会
（令和６年５月２８日、狩野川資料館）

協議会が設置した水難事故注意看板の一例
（令和元年度から設置）
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６．地域と連携した取り組み

６-１．河川愛護モニター

沼津河川国道事務所では、河川整備、河川利用および河川環境に関する地域の要
望を十分に把握し、地域との連携を進め、あわせて河川愛護思想の普及、啓発なら
びに河川の適正な維持管理に資するために、河川愛護モニターとして地域住民の方
に委嘱しております。
令和６年度は、４名の方に河川愛護モニターを委嘱し、以下のような事項につい

てご報告をいただいています。
・地域住民の方等からの河川整備、河川利用及び河川環境に関する要望
・河川環境が損なわれる、あるいは河川利用上の障害となるような事象
・河川へのゴミの投棄、河川の流水や施設等の異常
・河川の利用状況、動植物の生息状況
河川愛護モニターからの定期的な報告について月１回、事務所ホームページで公

開しています。また、河川愛護モニターが、ゴミの投棄などの不法行為や川の汚れ、
堤防・護岸の損傷などを発見した際に、事務所に通報が行われます。これらの報告
は日々の河川管理のために役立てています。

河川愛護モニターによる報告はこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/monitor/

出水後に枝木の堆積について
河川愛護モニターから通報を
受けたため、撤去を行いまし
た。
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６．地域と連携した取り組み

６-２．ミズベリング

「MIZBERING（ミズベリング）」とは、「水辺＋リング（輪）」、「水辺＋R（リ
ノベーション）＋ING（進行形）」を掛け合わせた造語です。地域住民・民間企業・
行政が一体となって、水辺の利活用に取り組むことで、狩野川の水辺を通じて、水
辺の新しい活用の可能性を創造していく「輪」を広げていきます。それにあたって、
河川空間のオープン化として、河川敷地の利用規制緩和を進めています。
「かのがわ風のテラス」（沼津市上土）、「川の駅 伊豆ゲートウェイ函南」

（函南町塚本）、「川の駅 伊豆城山」（伊豆の国市神島）がオープン化の対象と
して利用されています。

ミズベリンクかのがわについてはこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/mizbering/map.php

イベントの様子（水辺で乾杯）

川の駅 伊豆ゲートウェイ函南
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６．地域と連携した取り組み

６-３．きれかのプロジェクト

きれかのプロジェクトは、「きれいな狩野川プロジェクト」の略称で、狩野川流
域において実施される河川清掃について情報共有を行い、きれいな狩野川の実現の
ための啓発活動を行うことを目的としています。同プロジェクトの実行委員会は沼
津河川国道事務所、静岡県、狩野川流域の市町（６市３町）によって構成されてお
り、令和６年度の定例会を４月１６日に実施しました。
狩野川流域においては、各地で清掃活動が行われています。特に令和６年５月１

２日には、狩野川全域を対象として「狩野川クリーンアップ大作戦」が実施されま
した。

令和６年度 きれいな狩野川実行委員会
（令和６年４月１６日、沼津河川国道事務所）

狩野川クリーンアップ大作戦で集められたゴミ
（令和６年５月１２日、狩野川全域）

きれかのプロジェクトで共有された河川清掃の情報はこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/kirekano/
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６．地域と連携した取り組み

６-４．狩野川資料館

狩野川資料館の情報はこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/shiryoukan/

狩野川資料館は、狩野川台風の被害を後世に正確に伝えるとともに、狩野川水系
において当事務所が実施している河川および砂防事業の重要性を人々に周知するこ
とを目的として、平成１０年に設立されました。
資料館では、狩野川台風および狩野川の歴史、防災に関するパネル展示や映像お

よびARコンテンツの提供、書籍の閲覧を行っています。

住所：伊豆の国市墹之上４６７－２（伊豆長岡出張所内）
開館日時：月・水・金の午前１０時～１２時、午後１時～４時
（祝日・年末年始を除く。所用により職員不在の場合は臨時閉館）
入場料：無料
問い合わせ先：055-948-0302（TEL）、055-948-1654（FAX）

cbr-nmz-izunagaoka@milt.go.jp（Email）
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６．地域と連携した取り組み

６-５．防災・河川環境教育の実施

流域市町の学校で実施している防災・河川教育の情報はこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/river/tsunagu/education.html

小学校の授業で狩野川について
学ぶために、教材・映像・教師用
指導計画・解説書・ワークシー
ト・単元テストなどをパッケージ
としてまとめたものを「狩野川に
学ぶー防災・河川環境教育実践ガ
イド」として学校ごとに作成して
います。これらの作成には、学校
教員、教育委員会、自治体の防災
部局、気象台、沼津河川国道事務
所が携わっています。
平成２８年から開始して以降、

２５校において、同ガイドを用い
た教育が実施されています。

狩野川に学ぶー防災・河川環境教育実践ガイド

また、沼津河川国道事務所の職員が学校へ出向き、狩野川の概要、狩野川台風、
治水事業、避難行動等について直接授業する出前講座を実施しています。小学校
だけでなく、中学校、高校、大学でも学校の要望に応じて実施しています。
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７．その他の取り組み

７-１．狩野川流域治水協議会

狩野川流域治水協議会の内容はこちらから閲覧できます。
https://www.cbr.mlit.go.jp/numazu/bousai/kanogawaryuuikitisuikyougikai/

流域全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」を計画的に推進するため、
「狩野川流域治水協議会」が令和２年８月に設立されました。流域９市町において
目標・対策メニュー等をとりまとめ、国と市町が一体となって取り組みを進めてい
ます。令和７年２月の本会議では来光川・洞川流域の特定都市河川の指定に向け協
議を進めることとなりました。引き続き、気候変動による降雨量増加に対し、流域
一帯となった内水被害対策を連携して推進していきます。
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７．その他の取り組み

７-２．刈草・伐木の無償配布

堤防除草によって発生する刈草や、高水敷の樹木伐採によって発生する伐木につ
いて、従来は処分場へ運搬し、有償で処分していました。これらのコストの縮減の
ために、刈草については令和５年度から、伐木については令和６年度から希望者に
対して無償での配布を行っています。

Ｘにおける投稿（令和６年６月１０日） 仮置き中の刈草（令和６年８月頃）
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